
キドフーズ株式会社グループ SDGs宣言
当社は、「いかに仕事を増やして皆様を幸福にできるか」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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キドフーズ株式会社

代表取締役 城戸 清信

重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

事業活動を通じた地域貢献 環境負荷の低減
安心安全な食品の加工・製造に努め、地域の皆さま

の「食」を支えます。これからも地元産材料を使用した

商品開発や地域雇用の創出等、事業活動を通じた

地域貢献に取り組みます。

再生可能エネルギーの活用や廃棄物のリサイクル、

食品残渣の有効活用など、事業活動を通じた環境負

荷の低減に努めるとともに、これからも食品ロス削減に

取り組みます。

【主な取り組み】
地元産材料を使用した商品開発、販売先の意見を

取り入れた商品開発、作業マニュアルの作成、PL

保険への加入、災害時の食料供給の準備

【主な取り組み】
自家消費型太陽光発電設備の導入、食品残渣の

有効活用（飼料化・堆肥化）、バイオマスレジ袋の使用、

リサイクル、高圧洗浄機活用による水使用量削減

柔軟な職場環境の整備 ガバナンス体制の強化
従業員一人ひとりの個性を認め合い、だれもが安心

して活き活きと働ける柔軟な職場環境の整備に努める

とともに、すべての従業員が長く活躍できる会社づくり

を目指します。

経営の透明性や公正性の確保に努め、更なるガバ

ナンス体制の強化に取り組みます。これからもステーク

ホルダーの皆さまから信頼され、必要とされる会社を

目指します。

【主な取り組み】
ハラスメント相談窓口の設置、女性活躍、外国人・

障がい者雇用、柔軟な勤務時間の設定、意見箱の

設置、有給休暇取得の促進、外部講習会の受講

【主な取り組み】
経営理念の明文化、外部機関による経営状況診断の

活用、後継者の育成、コンプライアンス研修の実施、

公正な取引の遵守

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


